
金
滞
古
蹟
志
巻
占
ハ

奮
藩
十
世
櫛
中
将
軍
敏
君
金
谷
殿
に
養
老
し
給
へ
る
時
、
安
永
九
年

二
月
八
日
金
谷
附
定
番
頭
知
行
八
百
石
中
村
高
右
衛
門
を
ば
、
同
附

小
勝
組
十
七
人
家
と
稀
す
る
近
侍
役
高
岡
普
磁
積
葉
、
金
谷
殿
に
於

て
殺
害
す
。
子
v
時
普
磁
二
十
二
歳
左
り
。
共
の
趣
旨
は
判
然
た
ら
・
?

と
い
へ
ど
も
、
審
公
の
鏡
に
忍
傷
に
及
び
た
る
よ
し
也
。
共
の

E
細

は
金
谷
殿
中
mA
傷
記
に
載
せ
た
り
。
善
裁
は
同
日
人
持
組
竹
岡
五
郎

左
衛
門
へ
預
け
ら
れ
‘
同
月
十
五
日
竹
田
氏
に
於
て
割
腹
を
命
ぜ
ら

れ
た
り
。
二
月
八
日
の
朝
普
磁
自
宅
居
間
怠
る
唐
紙
襖
障
子
に
書
付

け
置
き
た
る
歌
。

島
も
ひ
立
ち
死
出
の
山
路
は
い
と
は
ね
ど

は
h

そ
の
森
の
露
ぞ
か
な
し
き

ま
た
机
上
に
書
き
置
け
る
歌
。

仮
初
に
訟
く
し
ら
露
の
消
え
か
へ
り

草
葉
の
陰
に
月
を
待
つ
ら
む

此
の
歌
は
最
前
召
仕
ひ
し
安
へ
調
へ
遺
し
た
り
と
い
へ
り
。

扱
十
五
日
割
腹
の
時
僻
世
の
歌
。

茂
り
生
ふ
ひ
と
む
ら
松
の
春
の
零

き
え
て
も
千
代
の
陰
に
ぞ
有
り
け
る
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し
事
彼
是
見
ね
た
り
。
綱
紀
卿
の
制
害
等
所
見
の
分
左
に
蛾
v
之。

以
別
帝
申
港
候
。

一
、
中
右
記
令
r

所
持
-
候
得
共
、
嘉
承
二
年
七
月
八
月
九
月
之
記
無
v

之
、
抜
書
許
候
。
此
本
記
近
衛
殿
に
有
v
之
由
.
髄
承
及
候
。
可
ν
成

儀
候
は
ど
‘
此
の
一
冊
許
被
=
才
覚
-
候
様
‘
一
渓
b
可
昌
申
談
-
候
。
此

の
一
世
許
之
事
は
‘
段
々
之
首
尾
有
v
之
上
に
て
候
問
.
可
目
拘
調
-
奥
存

候
。
若
一
渓
難
v

被
昌
申
入
-
と
の
事
に
候
は
立
、
脇
よ
り
停
手
を
以
随

分
才
舞
可
ν
仕
候
。

一
、
金
玉
集
・
深
窓
秘
抄
、
此
二
部
中
院
殿
に
能
本
可
ν
有
v
之
候
間

務
申
度
候
。
此
の
由
根
木
櫛
右
衛
門
迄
可
昌
申
建
-
候
。
金
玉
な
ど
は
頃

外
よ
り
茂
申
楽
候
。
叉
野
間
允
州
茂
所
持
、
今
度
之
目
録
に
被
v
載

候
。
此
遇
に
候
へ
共
元
本
不
v
憶
候
故
、
担
右
之
遇
侯
保
、
あ
・
な
た
に

て
害
弱
御
申
付
候
欺
‘
又
は
此
方
に
而
書
潟
申
付
可
昌
義
登
-
候
僚
、
あ

た
た
に
て
校
合
御
申
付
候
而
給
候
様
に
成
と
も
.
あ
た
た
次
第
に

候
。
共
心
得
可
v
有
候
。

一
、
和
漢
合
運
聞
之
作
者
回
智
は
.
共
地
要
法
寺
之
住
持
奥
哉
覧
.
叉

は
平
伶
興
哉
覧
承
及
候
η
住
持
之
儀
無
v
紛
候
哉
可
a
承
屑
白
紙
問
。
太
平
記

抄
も
此
の
備
之
作
に
て
世
雄
坊
と
も
申
由
陀
候
。
世
雄
訪
は
坊
競
.

金
滞
古
蹟
志
巻
占
ハ

、

四

O
金
谷
文
庫

此
の
文
庫
は
‘
欝
藩
五
世
参
議
中
将
綱
紀
卿
の
創
立
に
し
て
、
武
州

金
津
文
庫
に
擬
し
数
庫
を
建
築
し
て
、
和
漢
の
書
籍
を
愛
に
納
め
ら

れ
.
書
物
奉
行
世
々
一
裁
許
し
来
る
と
い
へ
ど
も
‘
慶
藩
に
付
き
明
治

問
年
悉
く
取
銭
た
れ
た
り
。
按
宇
る
に
‘
此
の
文
庫
創
立
の
年
暦
未

だ
詳
た
ら
や
と
い
へ
ど
も
、
葛
巻
昌
典
自
記
K
.
延
貸
九
年
三
一
月
廿

六
日
金
屋
々
一
敷
御
文
庫
之
前
に
馬
場
書
院
等
治
立
の
事
を
載
せ
た

り
。
然
れ
ば
寛
文
の
末
欺
.
延
貨
の
初
め
頃
危
ど
に
、
此
の
文
庫
共
を

遁
普
命
ぜ
ら
れ
た
る
怠
る
ぺ
し
。
湯
潟
氏
の
藩
閣
官
職
遁
考
に
、
延

貨
の
頃
書
物
才
先
人
と
-X
ふ
あ
り
。
他
国
へ
建
し
置
か
れ
‘
珍
書
を

聞
き
出
し
.
或
は
買
上
げ
し
め
ら
る
。
海
間
太
郎
兵
衛
勘
v
之
と
あ

り
。
平
次
按
・
ヂ
る
に
、
寛
文
十
一
年
土
岐
に
、
今
枝
民
部
奥
カ
百
五

十
石
書
物
鯛
奉
行
岡
部
新
七
・
津
田
源
右
衛
門
、
興
力
百
石
審
物
関

奉
行
縁
関
太
郎
兵
衛
と
見
ね
た
り
。
右
雨
入
の
内
阿
部
新
七
は
早
〈

夜
し
た
る
か
1

共
の
名
書
籍
捜
索
記
録
共
の
内
に
見
嘗
ら
や
。
秘
笈

議
書
に
殺
せ
た
る
武
道
設
知
書
私
小
銃
と
い
へ
る
古
記
録
原
本
掛
紙

に
、
同
議
新
七
番
物
と
あ
り
。
叉
諮
問
太
郎
兵
衛
は
書
締
捜
索
記
に

て
考
ふ
る
に
、
寛
文
・
延
賓
・
天
和
・
貞
享
中
書
籍
捜
索
方
に
奔
走
せ
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国
智
は
名
に
候
哉
1

又
日
之
字
付
申
す
名
も
別
に
有
v
之
由
申
者
候
。

然
ば
困
智
は
初
之
名
に
候
哉
、
且
又
此
人
の
氏
並
遜
化
之
年
月
相

帯
、
要
法
寺
よ
り
書
付
を
取
可
・
指
越
-
候
。

一
、
右
回
智
作
之
合
運
聞
、
共
後
光
由
奥
申
者
増
柿
仕
回
闘
に
候
。
此

光
由
は
吉
闘
を
名
乗
、
角
倉
共
一
門
に
而
、
瞬
年
法
勝
久
庵
と
稲
し
、

角
倉
に
懸
有
ν
之
官
民
候
。
相
果
候
年
続
年
齢
並
法
名
承
合
、
委
細
寄

付
可
=
指
越
-
供
。

一
、
閲
智
作
之
健
成
古
本
之
合
運
固
有
v
之
候
は
ピ
早
々
可
a
指
越
-

候
。
古
板
に
茂
有
v
之
由
に
候
。
い
づ
れ
に
而
も
後
人
之
潤
色
伊
之
を

相
薄
治
候
。
以
上
。

十
二
月
十
一
日

キU

津
田
太
郎
兵
衛
殿

按
宇
る
に
‘
右
は
京
都
へ
被
v
遁
‘
上
方
筋
・
奈
良
雄
捜
索
の
時
た
る
べ

し
。
但
し
年
躍
は
未
詳
。
華
族
方
に
停
来
の
記
鍛
類
等
原
本
の
正
し

き
書
本
を
潟
さ
し
め
ら
れ
し
事
、
此
の
判
番
に
て
も
知
ら
れ
け
り
。

又
同
人
へ
の
親
書
左
の
如
し
。

此
方
之
日
エ
集
考
見
候
得
ぽ
、
日
ヱ
時
集
と
候
保
.
全
容
に
て
は
有

.
問
敷
か
と
存
候
保
.
調
太
七
方
之
書
.
a也
教
等
承
度
候
。

四
七




